
スクール・ポリシー （学校名：杉並工業高等学校（全日制課程）） 

 

グラデュエーション・ポリシー 

① 「進路の手引き」を使い３年間を見通した系統的な進路指導を行う。 

② 進路調査や模擬試験等を行い、生徒の能力や適性を把握し、一人一人の適性に考慮したきめ

細かな進路指導を行う。 

③ インターンシップを２年生で実施し、職業観を形成させ進路選択に結び付ける。 

④ 専門教科における実習や教科「人間と社会」体験活動、そして学校行事、部活動等を通じて、

自己理解・他者理解を深め、思いやりの心、社会性を育成し、自己実現を目指す。 

カリキュラム・ポリシー 

① グランドデザインに基づいた各教科シラバスを作成し、「ＡＬ的手法」「ルーブリックを活用した評

価」を行い、指導と評価が一体化した授業を実践する。 

② ＰＢＬを授業に積極的に導入し、生徒の探究する力、学び続ける力を育成する。そして総合的

な探究の時間の代替である課題研究を本校の教育活動の集大成として位置付け指導する。 

③ ＰＢＬを進めるため、他校種・企業との連携や外部講師の招聘などを積極的に行う。 

④ 一人一台端末を有効に活用し、効果的・効率的な授業を展開する。 

⑤ 杉工寺子屋を組織的に取り組み、補習補講を行い、中学既習事項を含めた基礎的な知識の

定着を図る。 

⑥ 生徒にとって有用な資格・検定を整理し、取得を目指す取組みを推進する。 

アドミッション・ポリシー 

① ものづくり、環境問題、資格取得に興味関心がありそれらを学習したい生徒 

② 挨拶や身だしなみのマナーを守り本校の厳しい生活指導方針を理解できる生徒 

③ 遅刻をせず規則正しい生活を送ることができる生徒 

④ 専門教科普通教科のどちらにも興味狩りレポートやノート等の課題を期日までに提出できる生徒 

⑤ 中学校での校内外において特筆すべき実績があり本校入学後もそれらの活動を更に高める意欲

のある生徒 

 


